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「青少年」が選ぶ未来のために「大人」ができることは何か

　青少年という時期は、高校生から大学生に、または就職して社会人になる人
生の中で重要な転機であり「自分自身の未来」に向けて、たくさんの希望・悩
み・不安を抱えながら「選択と決断」をしている時期だと思います。しかも、
１８歳になれば選挙権も与えられて「日本の未来や地域社会」についても「選択・決断」をするこ
とになります。
　自分自身のことを考えるだけでも精いっぱいの中、日本のことや地域のことまで考えなくてはい
けないとても大変な思いをしていることだと思います。
　今、この時の「選択と決断」が、どれだけ未来を左右するものなのかについて、こどもたちが想
像力を働かせることには限界があるでしょう。私自身、この時のこの決断が全てだと思っていまし
たが、この後も大学卒業の時、結婚の時など転機は何度も訪れました。その時々の「選択と決断」
をどのように成し得たかは定かではありませんが、それを経験して過ごしてきました。
　人生初の転機を迎えた青少年は何を基準に未来を選ぶのか、その選ぶ未来のために親でもない先
生でもない私たち地域の大人は何ができるのか、または何をしなくてはならないのかを考えながら
活動を進めていきたいと考えます。

とざわげんきまる祭　「ハロウィン仮装体験コーナー」の様子（戸沢村）

　　　　　　　真室川町青少年育成町民会議会長　小　松　　　功
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「住みよさ」をかたちに　新庄市
新
庄
市

金山町青少年育成活動について
　令和７年７月２３日に「金山町青少年健全育成町民
大会～みんなで ラジオ体操会～」を開催しました。
金山町では、夏休み期間に町内放送にて毎朝ラジオ体
操が放送されていることから、ラジオ体操を学ぶこと
をきっかけに、地域や家庭内でのラジオ体操の実施を
促し、こどもたちの夏休み期間の生活リズム（早寝早
起き）を整えることや、朝からの親子または地域の方々
との交流につなげることを目的にした講演会を行いま
した。講師に、ＮＰＯ法人全国ラジオ体操連盟より、
岡本美佳さん、館野伶奈さんをお招きし、ご講演をい
ただきました。
　講演では、ラジオ体操第一をメインに、ラジオ体操
の正しい動きや一つひとつの動きに込められた効果に
ついて分かりやすく説明をいただき、参加者も一緒に
動きながら実施しました。
夏休み期間が始まる前に実
施したことから、親子での
参加が多くありました。
　今後も、町民の皆さんが
気軽に参加し、こどもと地
域住民の交流の促進や、地
域でこどもを育てることの大切さを認識できるような
町民大会の開催を続けていきたいと思います。

最上町青少年活動について
　令和７年度の高校生ボランティアサークルつくし会
は、１年生２名、２年生２名、３年生３名の計７名の、
少数ではありますが連携して何事にも積極的に活動を
行っています。
　年間８回前後の活動を行っており、幼稚園から高齢
者まで幅広い年代層での活動、または地域の行事にも
参加しています。主だった活動としては、ＪＲの代行
バス利用者が利用している最上駅の清掃、夏休み期間
にＮＰＯ団体が開催している学童教室のお手伝い、
24時間テレビの募金活動、大堀地区で毎年行ってい
る「大堀まつり」
では、地区内を
練り歩く神輿担
ぎなど行いまし
た。クリスマス
会は、会場の準
備やブースの企
画・運営などもつくし会のメンバーで行っております。
　今年度のつくし会は少人数ではありますが、人のた
め、他人のことを第一に考え、同じ目標に向かって一
人ひとりが行動できた１年でした。

舟形町の青少年育成活動
　令和７年度は、青少年健全育成に関する様々な取り
組みを実施することができました。
　舟形町では、各町内会で地域の青少年と一緒に花苗
を植える「花いっぱい運動」やこどもたちの登校時に
行う「おはよう運動」、こどもたち自ら呼び掛けを行
う「メディアコントロール週間」等の活動を行いまし
た。
　また、高校生ボランティア「ふなっ子」は、１年生
１０名、２年生１８名、３年生４名の計３２名で活動をし
ました。主な活動として、保育園訪問や舟形インター
と舟形駅清掃、ふなっ子が中心となって映画上映会を
開催するなど、様々な活動を実施しました。
　特に、舟形町町制施行７０周年記念事業映画「ぼく
が生きてる、ふたつの世界」舟形町上映会では、ふな
っ子が映画の宣伝や、開会式で手話を交えて挨拶する
など積極的に活
動しました。会
員達は、自分達
で様々なボラン
ティア活動を行
い、大変勉強になったと感想を述べていました。
　これからも、青少年の活動の支援を続けていきます。

新庄市青少年育成市民会議の活動
○友好都市・高萩市との児童交流事業
　次代を担うこどもたちの人間性や社会性の育成を趣
旨として、本市の友好都市である茨城県高萩市との児
童交流を行っています。７月に本市児童が高萩市を訪
問し、様々な体験活動を通
して高萩市の歴史や文化、
自然風土などを学習しまし
た。８月には高萩市の児童
が本市を訪れ、戸沢家墓所
などの見学を通して本市の歴史文化を学ぶとともに、
本市児童との交流も行いました。
○チャレンジ体験パ―ク
　こどもたちが楽しいと感じる活動を通して豊かな心
が育まれ主体的な学びの機会となるよう、小学生を対
象とした体験事業を実施しました。今年度は、本市推
進員会の水田での田植え・稲刈り、４種の地元産お米
を使ったおにぎり作りと食べ比べ体験を行いました。
おにぎり作り体験に参加した親子からは「何気なく食
べているお米にも、いろんな種類や違いがあると知っ
て、ご飯を食べるのが楽しみになった。」などの感想
がありました。
　今後も継続性をもった取組みを意識し、少年・青少
年・成人と地域を支える人材育成に努めて参ります。

各地域における青少年育成事業・青少年の活動の様子

四季　奏でるまち。金山
金
山
町

縄文の女神と若鮎の里
舟
形
町

魅力をつなぐ
　　　　笑顔一杯あふれるまち

最
上
町
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真室川町の青少年育成活動
　真室川町では６月から11月までの期間、青少年育
成町民会議の関係者や地元の方々の協力の下、真室川・
釡淵・大滝・及位の町内４駅で「街頭指導」を各月１
回実施しました。今年度は計６回、延べ99人の方に
参加していただき、あいさつ運動と清掃活動をおこな
いました。高校生をはじめとする電車の利用者は年々、
減少傾向にありますが、今後も町の玄関口である駅の
環境を整えながら、青少年を見守る活動を継続してい
きたいと考えています。
　また、９月６日には高
校生ボランティアサーク
ルのホップステップが主
体となり、新イベントの
「まむっこわくわくフェスティバル」を開催しました。
イベントの企画立案から準備、当日の運営まで高ボラ
メンバーが行い、青少年育成推進員は運営補助を行い
ました。当日はこどもから大人まで多くの方々にご来
場いただき、大盛況のうちに終えることができました。
　今後も街頭指導や各イベントを通じて、次世代を担
う青少年の活動を地域住民と連携し、継続して支援し
ていきたいと考えています。

大蔵村の青少年育成活動
　大蔵村青少年育成推進員会を主として開催する「お
おくら葉山塾」が、今年度も７月２６日～２７日にかけ
て開催された。平成１３年の発足から数えて２４年目を
迎える本事業は地域のこどもたちの心身を育む貴重な
体験の場として定着している。
　活動の柱となったのは、自然と
共生する術を学ぶプログラムであ
る。初日はテント設営から始まり、
清流での川遊びなどをして楽しん
だ。夜には焚火を囲んで語り合い、
満天の星空を観察するなど、通常開催ならではの濃密
な時間を過ごした。２日目に行われた「山野探検」では、
村の高校生ボランティア「ぎゃらくと」のＯＢが講師
を務めた。地域の自然を知り尽くした先輩の指導のも
と、村の豊かな植生や地形を肌で感じることができた。
　その後、活動の思い出を納めるフォトフレームを作
成し、夏の風物詩である流しそうめんを行い、全行程
を締めくくった。
　自然の中での不自由さを楽しみ、仲間と成し遂げた
数々の体験は、こどもたちの自立心と社会性を養う貴
重な機会となった。２４年にわたり受け継がれてきた
本事業は、地域の絆を次世代へとつなぐ重要な役割を
担っている。今後もこうした体験を通じ、村の未来を
担うこどもたちの健やかな成長を支援していく。

青少年育成事業の取組み
　鮭川村青少年育成推進員会は今年度、村内小・中学
校昇降口でのあいさつ運動を実施した。村内での巡回
指導を継続して行っているが、より多くのこどもたち
に推進員会の活動を知ってもらうこと、安心・安全に
暮らせる地域づくりに寄与することを目的に今年度初
めて実施した。
　５月２３日（金）に鮭川小学校、６月６日（金）に
鮭川中学校で実施し、登校してきた児童・生徒にいじ
め防止標語が印刷されたポケットティッシュを配布し
ながら、挨拶を交わした。推進員が挨拶をすると、こ
どもたちから「おはようございます！」といった元気
な返事が返ってきた。明るく元気な挨拶を聴いて、参
加した推進員はこどもたちがまっすぐに成長している
こと、家庭や地域で安
心感を得ながら穏やか
に生活していることに
安堵し、同時にこれか
らも安心・安全な地域
づくりをしていくこと
を再認識した、有意義
な活動となった。

戸沢村の活動状況について
　今年は村制７０周年ということもあり、村全体でイ
ベントの多い一年でした。
　その中でも、今年も青少年健全育成村民フォーラム
を「とざわげんきまる祭」として開催しました。消防
団や社会福祉協議会による防災や福祉の体験ブース、
ＰＴＡの皆さんが企画した縁日体験、中高ボランティ
アの出店、ハロウィン仮装フォトブースなど幅広い企
画が展開されました。参加者も昨年以上の人数となり、
７０周年にふさわしい事業となりました。
　また、神奈川県中井町との児童交流では、戸沢学園
６年生７名が夏に町を訪問し、様々な体験を通して交
流を図って
きました。
今年は数年
ぶりに互い
の家にホー
ムステイす
ることが叶
い、家族ぐるみで交流を深めることができました。
35年続いている歴史ある事業なので、可能な限り継
続していきたいと考えています。

各地域における青少年育成事業・青少年の活動の様子

おかえり、なりわい灯す
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連絡先／最上地区青少年育成連絡協議会事務局（最上総合支庁こども家庭支援課内）TEL.0233－29－1221 FAX.0233－23－7635

編集後記

１“いじめ･非行をなくそう”やまがた県民運動標語
　　最上地区優秀作品選考会

【９月12日（金）最上総合支庁】
　最上地区の全小・中学校等から、合わせて3,461点の応
募がありました。選考の結果、次の作品が最優秀・優秀に
選ばれました。
【最優秀】
　おもしろい？あなたはそうでもわたしはちがう
真室川町立真室川北部小学校　２年　佐藤　蓮奈さん

【優　秀】
　打つ文字と　放つ言葉は　あなたの鏡

金山町立金山小学校　４年　柴田　楓歌さん
　ＳＮＳ　浅い発言　深い傷

新庄市立日新中学校　１年　阿部　友亜さん
　消しゴムで　消せないものは　そのコトバ
真室川町立真室川中学校　３年　阿部剣士郎さん

２　最上地区青少年育成推進員研修会
【９月20日（土）最上町中央公民館・旧有路家住宅】
　青少年育成推進員の一層の資質の向上や相互の交流を深
めるため、研修会を行いました。
◇「青少年の現状と今年度の青少
年育成活動について」の報告
◇各市町村の青少年育成活動の紹
介と情報交換
◇講話
　　講話題　「郷土愛を育む活動と青少年の健全育成」
　　講　師　最上町文化財保護審議会会長　伊藤　和美 氏
　　昔語り　とんと昔この会（最上町）
　地域の文化財は地域住民のアイデンティティや誇りの源
であり、その学習は地域への理解と愛着を深め、青少年の
健全育成の重要な機会であるという視点からお話をいただ
きました。また、後段では、地元の昔話の一つである「若
返りの水」を語り部の方より語っていただきました。

３　山形県青少年健全育成県民大会
【10月26日（日）荘銀タクト鶴岡】

【表　彰】
◇青少年育成功労者及び団体
◇優秀標語・ポスター作者
　“いじめ・非行をなくそう” やまがた県民運動の優秀標
語作者の表彰では、真室川町立真室川北部小学校２年  佐
藤蓮奈さんが表彰されました。
【いじめ・非行防止セミナー】
◇第64回山形県少年の主張大会最優秀受賞者の発表
　演題「命の叫びを伝える」　

鶴岡市立鶴岡第二中学校　３年　石塚　桃心さん
◇事例発表　「はぐろ大家族会議の今」
　　　　鶴岡市青少年育成市民会議羽黒地区会議会長

勝木　正人 氏
◇講演　演題「レジリエンスを高めよう」
　　　　講師　山形県公認心理士・臨床心理士協会会長

伊藤　洋子 氏

　スクールカウンセラーも務め
る氏の現場から感じている思い
を心理学を背景に分析・提案し
た、こどもへの応援演説で、レ
ジリエンス（逆境やストレスか
ら立ち直る心の回復力）を高め
ることの大切さや方法について教えていただきました。

４　令和７年度最上地区青少年育成懇談会
【12月14日（日）雪の里情報館】

　最上地域の将来を担う青少年の健全育成を推進するた
め、地区内の高校生と青少年育成関係者が一緒に、「これ
からの社会をたくましく生き抜いていくために」をテーマ
に、４グループに分かれてワークショップ型で懇談しまし
た。当日は、各高校代表生徒と市町村ボランティアサーク
ルの高校生、青少年育成団体代表者等58名に参加いただ
きました。
　最初に、少年サポートセンター最北 井上聖子 上席少年
補導専門官より、青少年を取り巻く環境と社会の課題につ
いてお話しいただき、今の社会が抱える問題を参加者全員
で共有しました。その後のグループ懇談では、これからど
んな地域社会を作っていきたいかや、自分自身のあるべき
姿や役割、必要な身に着けておきたい資質・能力、スキル
などについての意見交換を通して、将来の生き方や地域づ
くりについて考えました。また、後段では、青少年育成推
進員など青少年育成関係者が高校生にアドバイスしながら
グループごとに地域を明るく・元気にするメッセージ（標
語）をみんなで作成しました。最後の全体会では、各グル
ープで作成した標語を互いに発表し合うとともに、最上地
区青少年育成連絡協議会 小松功 会長より、全体講評をい
ただきました。

【高校生が作成したメッセージ】
◇いくつになっても　明るく笑顔で　感謝を忘れず
　～ Try（挑戦）＆ Error（成長）～
◇挨拶は無料でできる魔法だよ
◇若者の元気も　日本一安心できる地域づくりの１ピ
ースに　～年代の幅を超えた人とのつながりを作っ
ていこう～
◇誰も取りこぼさない　声をついつい　かけちゃう
　かけられちゃう

　「地域づくりは人づくり」と
いわれます。時代の変化に対応

し健康で生き生きとしている大人は、こどもにとって魅
力的なモデルになると感じました。青少年の健全育成に
かかわる皆様のご協力に改めて感謝申し上げます。

令和７年度　主な事業の報告 ※青少年もがみ第42号掲載以降
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